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熊本市農業委員会総会議事録 

 

日時 令和３年５月１０日（月）午後３時００分  

場所 熊本市中央区花畑町９番１号 熊本市役所別館（駐輪場）８階大会議室 

 

農業委員２４名 

 1番 谷口 憲治     2番 小佐井 亮祐     3 番 西田 廣行 

4番 上田 定信        5番 木村 憲正          6番 田中 敏郎 

7番 林田 智博      8番 杉本 守        9番 田上 正富 

10番 東  哲治    11番 牧野 正治       12 番 網田  稔 

13番 三原 勉     14番 木下 三智也     15番 赤木 英雄 

16番 福𠩤 幸一    17番 眞鍋 宣孝      18番 田上 泰則 

19番  磯田 修一     20番  宮本 淳一      21 番  堀   恭子 

22番  西冨 大二郎   23番 福嶋 德行         24番 徳永 芳也 

 

 

午後３時００分 開会 

 

事務局     ただいまから熊本市農業委員会総会を開会いたします。 

        本日の農業委員会総会の出席は、農業委員総数２４名中２４名でご

ざいますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定に基

づき、総会が成立しております。 

        それでは会長、ご挨拶をお願いいたします。 

 

会  長    皆さん、こんにちは。 

        本日はお忙しい中、農業委員会総会にご出席をいただき、誠にあり

がとうございます。本日の総会は、私たち、第２５次の農業委員にと

りまして審議を行う最初の総会でございます。これから３年間、委員

の皆様のご協力を賜りまして、熊本市農業委員会の活動を充実したも

のにし、農地利用の最適化推進に一層取り組んでまいりたいと思いま

す。 

        それでは、本日の総会は、農地法に基づく許可申請や農地利用集積

計画などが主な議案となっております。総会の審議がスムーズに進行

できますよう、皆様のご協力をお願い申し上げ、挨拶といたします。 

        それから、昨日のタマネギの収穫、本当に暑い中でございましたけ

れども、本当にありがとうございました。 
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事務局     ありがとうございました。 

        それでは、本総会は熊本市農業委員会総会会議規則第４条に基づき、

会長が議長になり議事の進行を行うこととなっております。 

        会長、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    それでは、審議に入りますが、議事に入るに当たり、総会次第３の

議事録署名者及び総会書記を指名いたします。本日の議事録署名者に

は、３番の西田廣行委員と４番の上田定信委員を、書記に、事務局の

栗山誠二主査を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

        本日の議事は、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請

から追加議案１、農地利用最適化推進委員の委嘱についてまでの８件

でございます。 

        初めに、第１号議案、農地法第３条の規定に基づく許可申請、３０

件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、農地法第３条

第２項の判断基準により、地区委員会での協議状況のご報告をお願い

いたします。 

        それでは、１番、お願いいたします。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 

        １７番委員、眞鍋です。 

        １番から３番までにつきまして、地区委員会での協議状況をご報告

いたします。 

        １番は、後継者へ経営委譲のための所有権移転の申請です。申請地

には許可後、牧草を作付されるとのことです。 

        ２番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。申請地には露地

野菜のカボチャを作付されるとのことです。 

        ３番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。申請地には許可

後、ニンジンを作付されるとのことです。 

        以上３件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、地元委員よりご報告がございましたが、この件について

何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 
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議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、４番お願いします。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上と申します。 

        ４番から６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし

ます。 

        ４番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を栽培されている農家で、申請地には露地野菜を作付される

計画です。 

        ５番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ミカンを栽培されている農家で、申請地にはミカンを作付される計画

です。 

        ６番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計画

です。 

        以上３件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、４番から６番について地元委員よりご報告がございまし

たが、この件について何かご意見ございませんですか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて７番。 

 

１０番 東哲治委員 

        １０番委員、東です。 

        ７番につきまして、地区委員会での協議状況を報告します。 

        ７番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人はミカン、

水稲、露地野菜を栽培されている農家で、申請地にはミカンを作付さ

れる計画です。 

        以上１件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま、７番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件については何かご意見はございませんでしょうか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、８番。 

 

１８番 田上泰則委員 

        １８番委員、田上です。 

        ８番から１３番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ８番、９番は関連で、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲

受人は水稲、露地野菜等を栽培されている農家で、申請地には水稲を

作付される計画です。 

        １０番は、経営拡張のための賃借権設定の申請です。借人は水稲、

露地野菜を栽培されている農家で、申請地にはホウレンソウを作付さ

れる計画です。 

        １１番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

ナスを栽培されている農家で、申請地には水稲を作付される計画です。 

        １２番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

キャベツを栽培されている農家で、申請地にはキャベツを作付される

計画です。 

        １３番は、新規就農として所有権移転の申請です。譲受人は許可後、

申請地でナスを栽培される計画です。譲受人に先日の地区委員会に出

席いただき、営農計画等の聞き取りを行い、新規就農の要件を満たし

ていることを確認いたしました。 

        以上６件、先日の地区委員会で検討した結果、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、８番から１３番まで、地元委員によりご報告がございま

したが、この件については何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 
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        続きまして、１４番。 

 

７番 林田智博委員 

        ７番委員、林田です。 

        １４番から１６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １４番は、耕作の便宜上取得による所有権移転の申請です。譲受人

は、水稲及びトマトを作付けされている農家で、申請地にはトマトを

作付けされる計画です。 

        １５番は、子へ贈与による所有権移転の申請です。譲受人は、水稲

及びトマトを作付けされている農家で、申請地には水稲及びトマトを

作付けされる計画です。 

        １６番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は、水

稲を作付けされている農家で、申請地には水稲を作付けされる計画で

す。 

        以上３件について、先日の地区委員会において検討した結果、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１４番から１６番まで地元委員よりご報告がございまし

たが、この件については何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、１７番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        １７番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲及

びニンニクを作付されており、許可後は露地野菜を作付される計画で

す。 

        以上１件について、先日の地区委員会において検討した結果、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果です。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    １７番について地元委員よりご報告がございましたが、この件につ
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いては何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、１８番。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        １８番から２０番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        １８番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

施設野菜を作付されており、許可後は露地野菜を作付される計画です。 

        １９番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を作付されており、許可後は水稲を作付される計画です。 

        ２０番は、経営拡張による所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

露地野菜を作付されており、許可後は露地野菜を作付される計画です。 

        以上３件について、先日の地区委員会において検討した結果、農地

法第３条第２項各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であ

るとの協議結果です。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま、１８番から２０番まで、地元委員よりご報告がございま

したが、この件については何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、２１番。 

 

２番 小佐井亮祐委員 

        ２番委員、小佐井でございます。 

        ２１番から２３番について、地区委員会での協議状況について報告

します。 

        ２１番、２２番は関連です。経営拡張のための所有権移転の申請で

す。譲受人は造園業を営まれておられ、今回取得される農地には、許

可後、庭園用樹木の苗木を植え付けられる予定です。 

        ２３番は、祖父から孫へ貸し付けられるもので、使用貸借権設定の
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申請です。借受人は現在会社勤めの傍ら、実家の農業に従事されてお

りますが、将来は後継者として農業を継がれる予定です。今回の申請

地にはこれまでどおりにスイカ、水稲を作付けされます。 

        以上３件、先日の地区委員会において協議し、農地法第３条第２項

各号の不許可要件に該当しないものとして、申請は妥当であるとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、２１番から２３番までご報告がございましたが、この件

について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、２４番。 

 

１１番 牧野正治委員 

        １１番委員、牧野です。 

        ２４番から３０番について、地区委員会での協議状況を報告します。 

        ２４番は、所有権移転の申請で、親から子へ贈与されるものであり

ます。譲受人はスイカ、大根を栽培されており、申請地には引き続き

スイカを作付されます。 

        ２５番につきましも所有権移転の申請で、親から子へ贈与されるも

のです。譲受人は水稲、スイカ等を栽培されており、申請地には引き

続き水稲、スイカ等を作付されます。 

        ２６番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

スイカ、メロン等を栽培されており、許可後はスイカを作付される予

定であります。 

        ２７番も経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は農地所

有適格法人で、経営内容はキュウリなど、主に施設野菜を栽培されて

おり、特に申請地には許可後、ジャガイモを作付される予定でありま

す。 

        ２８番は、使用貸借権を設定し、後継者へ経営委譲される申請であ

ります。借受人は水稲を栽培されており、申請地には許可後も水稲を

作付される予定であります。 

        ２９番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は水稲、

スイカ等を栽培されており、許可後はニラを作付される予定でありま

す。 
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        ３０番は、経営拡張のための所有権移転の申請です。譲受人は農地

所有適格法人で、経営内容は養豚業のほか、牧草、アスパラガスなど

を栽培されております。今回の申請地には許可後、牧草を作付される

予定であります。 

        以上７件、先日の地区委員会で検討した結果、いずれも農地法第３

条第２項の各号の不許可要件に該当しておらず、申請は妥当であると

協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、２４番から３０番まで地元委員よりご報告がございまし

たが、この件については何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続きまして、第２号議案、農地法第４条の規定に基づく許可申請１

件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、転用許可基準

に照らし、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番。 

 

４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        １番について、地区委員会での協議状況をご報告申し上げます。 

        １番は、農業用倉庫及び農業用資材置場への転用申請です。農地区

分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある農地で、第１種農地と

判断されます。第１種農地は、原則不許可ですが、今回の申請は農業

用施設用地として利用するものであり、不許可の例外に該当するもの

と判断いたします。なお、申請地は平成元年頃から許可を得ないまま

利用されていることから、申請に当たっては始末書が提出されており

ます。土地利用状況は畑１筆、１，３４６㎡のうち、５６１㎡に農機具

等の保管用の倉庫１棟が建築されているほか、農業用資材置場として

利用されており、現地の状況から転用面積は適正なものと判断いたし

ました。 

        以上１件、先日の地区委員会におきまして現地調査を行い、立地基

準、一般基準の面から検討した結果、申請は妥当であるとの協議結果

でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま１番について地元委員より報告がございましたが、この件
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について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、第３号議案、農地法第５条の規定に基づく許可申請、

７０件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、転用許可

基準に照らし、地区委員会での協議状況のご報告をお願いいたします。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

２２番 西冨大二郎委員 

        ２２番委員、西冨です。 

        １番につきまして、先日の地区委員会での協議状況をご報告いたし

ます。 

        １番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地区

分は市街地化の傾向が著しい区域内で、上下水道埋設道路の沿道にあ

り、５００ｍ以内に医療施設が２つある第３種農地と判断されており

ます。土地利用計画は転用面積４７７㎡に個人住宅木造平屋建て１棟

の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金計画、

給排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありません。開発

許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課

へ事前審査を申請中とのことです。工事期間は令和４年１月３０日ま

でを予定されており、許可後は速やかに着手されることを確認いたし

ております。 

        以上１件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いします。 

 

議  長    ただいま、１番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        続きまして、２番。 

 

１７番 眞鍋宣孝委員 
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        １７番委員、眞鍋です。 

        ２番と３番までにつきまして、地区委員会での協議状況をご報告い

たします。 

        ２番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地区

分は小集団の生産性の低い第２種農地と判断され、代替性も検討され

ております。土地利用計画は転用面積４６１㎡に個人住宅木造平屋建

て１棟の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。資金

計画、給排水計画、隣接農地への被害防除について問題はありません。

開発許可が必要となりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指

導課へ事前審査の申請中とのことです。工事期間は令和４年３月３１

日までを予定されており、許可後速やかに着手されることを確認いた

しております。 

        ３番は、運送業を営む法人が所有権移転し、駐車場へ転用する申請

です。農地区分は小集団の生産性の低い第２種農地と判断されます。

代替性検討については、事業計画書に記載されております。土地利用

計画は大型トラック駐車場１３台分及びその転回スペースとして利用

される計画で、転用面積としては適正なものと判断いたしました。資

力、信用等、転用行為の確実性が認められ、また周辺農地への営農条

件に支障を生じるおそれはないものと判断されます。工期は令和３年

１２月３１日までの予定で、許可後速やかに着手されることを確認し

ております。 

        以上２件、先日の地区委員会で現地調査を行い検討したところ、立

地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの協

議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、２番と３番について地元委員よりご報告がございました

が、この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    ありがとうございます。もう少し大きい声でお願いいたします。異

議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて、４番。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上です。 

        ４番から６番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いたし
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ます。 

        ４番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地区

分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で第２種農地と判

断され、代替地につきましても検討されております。土地利用計画は

転用面積３７９㎡に個人住宅木造平屋建て１棟の計画で、転用面積と

しては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地

への被害防除については問題ありません。開発許可が必要となります

が、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課からの開発行為事前審

査の回答が添付されております。工事期間は令和４年３月３１日まで

を予定されており、許可後速やかに着手されることを確認いたしてお

ります。 

        ５番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地区

分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と

判断され、代替地につきましても検討されております。土地利用計画

は転用面積３１６㎡に個人住宅木造２階建て１棟の計画で、転用面積

としては適正なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農

地への被害防除については問題ありません。開発許可が必要となりま

すが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課への事前審査の申請

中とのことです。工事期間は令和４年３月３１日までを予定されてお

り、許可後速やかに着手されることを確認いたしております。 

        ６番は、親子間で使用貸借権を設定し、個人住宅及び公衆用道路へ

の転用許可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性

の低い農地で、第２種農地と判断され、代替地についても検討されて

おります。土地利用計画は転用面積５０５．７９㎡に個人住宅木造平

屋建て１棟及び公衆用道路を整備する計画で、転用面積としては適正

なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防

除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落内

開発制度指定区域内で、開発指導課へ事前審査の申請中とのことです。

工事期間は令和４年７月３０日までを予定されており、許可後速やか

に着手されることを確認いたしております。 

        以上３件、さきの地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断をいたしました。ご審議方、よろしく

お願いいたします。 

 

議  長    ただいま、４番から６番について地元委員より報告がございました

が、この件について何かご意見はございませんか。 



 

－12－ 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて、７番。 

 

１０番 東哲治委員 

        １０番委員、東です。 

        ７番から８番につきまして、地区委員会の協議状況を報告します。 

        ７番は、親子間で使用貸借権を設定し、農家住宅及び農業用倉庫を

建設する転用許可申請です。申請地は中山間地の広がりのない小集団

の農地のため第２種農地と判断され、代替地についても検討されてい

ます。土地利用計画は申請地に農家住宅１棟及び農業用倉庫１棟を建

設される計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、給排水計画、

隣接農地への被害防除について問題ありません。工事期間は令和４年

５月１７日までを予定されており、許可後は速やかに着手されること

を確認しています。 

        ８番は、所有権移転による駐車場及び資材置場への転用許可申請で

す。申請地は中山間地の広がりのない小集団の農地のため、第２種農

地と判断され、代替地についても検討されております。土地利用計画

は申請地に２ｔトラック１台分の駐車場及び転回スペース、また作業

用採集コンテナ、タンク、ホース置場として利用する計画で、転用面

積としては適正なものと判断されます。排水計画、隣接農地への被害

防除について問題ありません。ただし、許可を得ないで事前より資材

置場として利用してきたことに対し、始末書の提出があります。 

        以上２件、先日の地区委員会で現地調査確認を行い検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの

協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、７番から８番まで地元委員よりご報告がございましたが、

この件について何かご意見ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定いたします。 

        続いて、９番。 

 

１８番 田上泰則委員 
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        １８番委員、田上です。 

        ９番から４８番につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ９番から４６番までは関連で、不動産の売買等を営む法人が所有権

移転し、地区計画による宅地分譲地へ転用する申請です。農地区分は、

市街地の地域に近接する１０ｈａ未満の広がりのない農地で、第２種

農地と判断され、代替地についても検討されております。土地利用計

画は、他地目及び市街化区域の農地を含む総事業面積５万５，０６１．

７７㎡、総転用面積４万９，４２０．４６㎡に宅地分譲地１６４区画、

道路、公園、調整池、水路等として整備される計画で、転用面積として

は適正なものと判断されます。通常、住宅等土地の造成のみを目的と

するものである場合は許可できませんが、都市計画法に規定する地区

計画が定められている地域で、住宅の用に供されることが確実である

と認められる場合に該当するため、宅地分譲への転用が可能となりま

す。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害防除については問題あ

りません。工事期間は令和４年３月３１日までを予定されており、許

可後速やかに着手されることを確認いたしております。なお、本案件

は４ｈａを超えるため、大臣協議が必要な県知事許可案件となります。 

        ４７番は、所有権移転による駐車場への転用許可申請です。農地区

分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と

判断され、代替地についても検討されております。土地利用計画は他

地目含む総事業面積２０９．２㎡ 、転用面積１６０㎡に普通車両３台

分の駐車場の計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。

資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありませ

ん。工事期間は令和３年９月３０日までを予定されており、許可後は

速やかに着手されることを確認いたしております。 

        ４８番は、所有権移転による貸車両置場及び貸資材置場への転用許

可申請です。農地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある、

第１種農地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、今回の

申請は不許可の例外規定の集落に接続して設置するものに該当すると

判断されます。申請人も同地区内に居住しております。また、代替地

についても検討されております。土地利用計画は中古車販売業を営む

譲受人が現在使用している車両置場及び資材置場が事業拡大により手

狭になり、会社近隣の申請地を選定したものであり、転用面積２，７

３５㎡に普通車両７２台、小型車両３６台、大型車両１２台分の車両

置場及び車両修理資材用の資材置場を整備し、譲受人が経営する法人

へ貸し付ける計画で、転用面積としては適正なものと判断されます。
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資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除については問題ありませ

ん。工事期間は令和３年１２月２０日までを予定されており、許可後

速やかに着手されることを確認いたしております。 

        以上、４０件、先の地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、

一般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま、９番から４８番までについて地元委員よりご報告がござ

いましたが、この件については何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、４７番から４８番までは申請どおり許可す

ることに決定いたします。なお、９番から４６番については、転用面

積が３，０００㎡を超えていますので、農業会議へ意見を聴取するこ

とといたします。また、本案件は４ｈａを超えますので、農林水産大

臣への協議が必要な県知事許可案件となります。農業会議から答申を

受けましたら、許可相当との意見を付して、申請書を県知事へ提出す

ることといたします。 

        次、４９番。 

 

５番 木村憲正委員 

        ５番委員、木村です。 

        ４９番から５１につきまして、地区委員会での協議状況を報告いた

します。 

        ４９番から５１番は関連で、不動産売買と土木工事業などを営む法

人が所有権移転し、建築条件付売買予定地への転用許可申請です。建

築条件付売買予定地とは、平成３１年３月に新たに創設された制度で

す。農地区分は市街化の傾向が著しい区域内にある農地で、申請地か

ら３００ｍ以内にＪＲ富合駅がある第３種農地と判断されます。また、

代替地についても検討されております。土地利用計画は申請地に建築

条件付売買予定地１３区画を整備される計画で、転用面積としては妥

当なものと判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被害

防除については問題ありません。開発許可が必要となりますが、集落

内開発制度指定区域内で、開発許可の事前審査の回答書の提出もなさ

れております。工事期間は令和４年１２月２５日までの予定で、許可
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後速やかに着手されることを確認しております。 

        以上３件、さきの地区委員会で現地調査を行い、立地基準の面、一

般基準の面を協議検討した結果、いずれも許可基準を満たしており、

今回の申請は妥当なものと判断いたしました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま、４９番から５１番までについて地元委員よりご報告がご

ざいましたが、この件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。な

お、４９番から５１番までについては、転用面積が３，０００㎡を超

えますので、申請どおり許可相当として農業会議へ意見を聴取するこ

とといたします。 

        次、５２番。 

 

３番 西田廣行委員 

        ３番委員、西田です。 

        ５２番から５８番につきまして、地区委員会での協議状況を報告い

たします。 

        ５２番は、建築工事業を営む法人が農地を所有権移転し、資材置場

への転用許可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産

性の低い農地で、第２種農地と判断され、代替地についても検討され

ております。土地利用計画は申請地にコンクリート製品、建設用足場、

クラッシャラン等の資材置場を整備される計画で、妥当な面積と判断

されます。資金計画、排水計画、隣接農地への被害防除とも問題あり

ません。工事期間は令和３年９月３０日までの予定で、許可後速やか

に着手されることを確認しております。 

        ５３番と５４番は関連で、所有権移転による太陽光発電設備への転

用許可申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低

い農地で、第２種農地と判断され、代替地についても検討されており

ます。土地利用計画は申請地９９１㎡に太陽パネル１８０枚、発電能

力７９．２ｋｗを設置する計画で、妥当な面積と判断されます。資金

計画、経済産業省の認定書、九州電力の負担金のお知らせなど、必要

書類もそろっており、隣接農地への被害防除とも問題ありません。工

事期間は令和４年３月３１日までの予定で、許可後速やかに着手され
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ることを確認しております。 

        ５５番と５６番は関連で、所有権移転による個人住宅への転用許可

申請です。農地区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地

で、第２種農地と判断され、代替地についても検討されております。

土地利用計画は申請地に木造２階建て住宅１棟、１５５．６７㎡を建

築される計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、給排水計画、

隣接農地への被害防除等も問題ありません。また、開発許可が必要と

なりますが、集落内開発制度指定区域内で、開発指導課の事前協議の

申請中とのことです。工事期間は令和４年１２月３１日までの予定で、

許可後速やかに着手されることを確認しております。 

        ５７番は、所有権移転による道路への転用許可申請です。農地区分

は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地と判

断され、代替地についても検討されております。土地利用計画は申請

地に道路を整備される計画で、妥当な面積と判断されます。資金計画、

排水計画、隣接農地への被害防除等も問題ありません。工事期間は令

和３年１２月２５日までの予定で、許可後速やかに着手されることを

確認しております。 

        ５８番は、所有権移転による個人住宅への転用許可申請です。農地

区分は１０ｈａ未満の広がりのない生産性の低い農地で、第２種農地

と判断され、代替地についても検討されております。土地利用計画は

申請地に木造平屋建て住宅１棟、９１．２５㎡を建築される計画で、

妥当な面積と判断されます。資金計画、給排水計画、隣接農地への被

害防除とも問題ありません。また、開発許可が必要となりますが、集

落内開発制度指定区域内で、開発指導課の事前協議の申請中とのこと

です。工事期間は令和４年５月３１日までの予定で、許可後速やかに

着手されることを確認しております。 

        以上７件、先日の地区委員会で現地調査を行い、検討したところ、

立地基準の面、一般基準の面ともに転用許可基準を満たしているとの

協議結果でございます。ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、５２番から５８番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可することに決定します。 

        ５９番、お願いします。 
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４番 上田定信委員 

        ４番委員、上田でございます。 

        ５９番から７０番について、地区委員会での協議状況をご報告申し

上げます。 

        ５９番は、使用貸借権を設定し、個人住宅に転用する申請です。農

地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある農地で、第１種農

地と判断されます。第１種農地は原則不許可ですが、集落に接続して

設置されるものであり、代替地についても検討されていることから、

不許可の例外に該当するものと判断いたします。土地利用計画は申請

地３４６㎡に木造平屋建て住宅１棟を建築される計画で、転用面積と

しては適正な面積と判断いたします。工期は令和４年５月１日までの

予定で、許可後速やかに着手されることを確認しております。なお、

転用許可と併せて開発許可が必要となりますが、事前審査回答済みで

す。 

        ６０番につきましても、使用貸借権を設定し、個人住宅へ転用する

申請です。農地区分は１０ｈａ以上の一団の農地の区域内にある農地

で、第１種農地と判断されますが、５９番と同じく集落に接続して設

置されるものであり、代替地についても検討されていることから、不

許可の例外に該当するものと判断いたします。土地利用計画は申請地

３８３㎡に木造２階建て住宅１棟を建築される計画で、転用面積とし

て適正な面積と判断いたします。工期は令和４年５月１日までの予定

で、許可後速やかに着手されることを確認しております。なお、転用

許可と併せて開発許可が必要ですが、事前審査回答済みです。 

        ６１番と６２番は関連です。個人住宅への転用で、６１番が所有権

移転、６２番が使用貸借権設定の申請です。農地区分は１０ｈａ以上

の一団の農地の区域内にある農地で、第１種農地と判断されますが、

この件も集落に接続して設置されるものであり、代替地についても検

討されていることから、不許可の例外に該当するものと判断いたしま

す。土地利用計画は申請地３筆、計４５６㎡と農地以外の土地を合わ

せた総事業面積４７０．７７㎡に木造２階建て住宅１棟を建築される

計画で、転用面積として適正なものと判断いたします。工期は令和４

年３月３１日までの予定で、許可後速やかに着手されることを確認し

ております。なお、集落内開発制度指定区域内で開発許可が必要です

が、事前審査回答済みです。 

        ６３番は、不動産の売買仲介等を営む法人が所有権移転し、月極駐

車場へ転用する申請です。農地区分は農業公共投資の対象となってい

ない小集団の生産性の低い農地で、第２種農地と判断され、代替地の
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検討もなされております。土地利用計画は申請地３３２㎡に駐車場１

５台分及び通路を整備し利用する計画で、転用面積として適正なもの

と判断いたします。工期は令和４年５月３１日までの予定で、許可後

速やかに着手されることを確認しております。 

        ６４番、６５番は、不動産の売買等を営む法人からの建売住宅の申

請です。この件につきましては、地区委員会での現地調査におきまし

て、周辺の営農条件への支障、具体的には住宅の建築により、隣接す

る農地への日照に影響を与えるおそれがあることから、申請者へ事業

計画の見直し等をお願いしているところです。よって、本件につきま

しては次回の地区委員会で再度審議する必要があり、今回は継続審議

とすることが妥当であるとの協議結果となりました。 

        ６６番から７０番は関連です。所有権移転の申請で、宅地の開発・

造成等を営む法人からの建売住宅への転用申請です。農地区分は農業

公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地で、第２種

農地と判断され、代替地の検討もなされております。土地利用計画は

申請地６筆、計４，３０８㎡に木造平屋建て住宅１５棟の建築のほか、

道路、公園等を整備し、利用する計画で、転用面積は適正なものと判

断いたします。工期は令和６年１月２０日までを予定されており、許

可後速やかに着手されることを確認しております。なお、集落内開発

制度指定区域内で開発許可が必要ですが、事前審査回答済みです。 

        以上１２件、先日の地区委員会において現地調査を行い、立地基準

及び資金、信用など、転用の確実性、周辺農地の営農状況への支障の

有無など、一般基準について検討したところ、６４番、６５番を除く

１０件についてはいずれも転用許可基準を満たしており、申請は妥当

であるとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお願いいた

します。 

 

議  長    ただいま、５９番から７０番について地元委員よりご報告がござい

ましたが、この件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、５９番から６３番までは申請どおり許可す

ることに決定いたします。６４番から６５番は継続審議とします。 

        ６６番から７０番については転用面積が３，０００㎡を超えますの

で、申請どおり許可相当として、農業会議へ意見を聴取することとい

たします。 
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        続きまして、第４号議案、農地法第１８条第１項の規定に基づく許

可申請１件でございます。それでは、調査委員会委員長より、協議結

果のご報告をお願いいたします。 

 

調査委員会委員長 

       調査委員会委員長の１番委員、谷口でございます。 

       １番は、農地法第１８条第１項の規定による許可申請でございます。

この件につきましては、先日、熊本市農業委員会調査委員会を開催し、

協議を行いました。その結果、許可相当と判断し、総会において審議

をお願いするものでございます。 

        本案件は、市街化区域内の東区下南部３丁目の農地２筆の賃貸借の

貸借解約の申請でございます。合意解約ではなく、土地所有者からの

単独申請です。申請人によりますと、当該農地のうち、実は賃貸人自

身が耕作をしており、今後は転用の具体的な計画があるものでござい

ます。もう一筆は耕作の状態であり、賃借人による耕作がされていな

い状態であることから、今回の申請に至ったとのことでございます。 

        調査委員会では、許可の要件に当たる農地法第１８条第２項第１号

賃借人が信義に反した行為をした場合に該当するかどうかを協議いた

しました。その内容についてご説明を申し上げます。 

        当該農地につきましては、昭和６２年３月２６日付で農地法第３条

の賃貸借契約が許可されているものでございます。賃貸人及び現場を

調査した地区担当の委員双方の証言により、２０年頃前に賃借人が失

踪したため、現在は所在地に居住しておらず、当時から当該農地が賃

借人による耕作がなされていない事実を確認をいたしております。ま

た、対象農地を事務局職員にて確認したところ、隣接地１筆は荒れ地

で耕作状態でございます。もう一筆は賃貸人の申出どおり、農地の一

部分が賃貸人による耕作がされていることを現地調査により確認して

おります。また、賃料につきましては、当然失踪時より支払われてお

らず、５年前からは前賃貸人である現賃貸人の父の財産が成年後見人

制の適用になっており、令和２年１月９日に現賃貸人に当該農地の相

続が行われるまでは、裁判所及び弁護士の管理下にあったことから、

賃料の授受がないことが証明できると考えられます。 

        以上のことにより、本案件について総合的に判断しますと、農地法

第１８条第２項第１号賃借人が信義に反した行為をした場合に該当す

るものと判断され、熊本市農業委員会調査委員会においては許可相当

であると判断したところでございます。 

        以上、ご報告いたします。ご審議方、よろしくお願いいたします。 
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議  長    ただいま、委員長よりご報告がございましたが何かご意見はござい

ませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、申請どおり許可相当として農業会議へ意見

を聴取することといたします。 

        続きまして、第５号議案及び第６号議案でございます。この件につ

きましては、事務局より内容の説明をお願いいたします。 

 

事務局     それでは説明します。 

        第５号議案、第６号議案は関連ですので、併せてご説明いたします。 

        まず、第５号議案、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集

積計画（２号）についてご説明いたします。 

        初めに、所有権移転ですが、明細の３５ページの１番から３９ペー

ジの１２番までの合計１２件で、全てが公社からの売渡しと買入れに

なります。面積は１２件合わせまして、田の２万１，８３０㎡、畑の１

万７６㎡の合計３万１，９０６㎡で、売買価格は備考欄記載のとおり

となっております。 

        次に、利用権設定の新規設定分です。明細３９ページの１３番から

５９ページの５７番と６０ページの５９番、それと７０ページ、７０

番の合計４７件で、契約期間別では６年未満が３３件、６年以上１０

年未満が１件、１０年以上が１３件で、面積は４７件合わせまして、

田の２１万６９９㎡、畑の１万６，２９３㎡の合計２２万６，９９２

㎡です。権利の種類は賃借権及び使用貸借権、利用内容は水稲、施設

野菜、大豆、果樹、露地野菜、麦です。 

        続いて、再設定分です。明細６０ページの５８番と６９ページの６

９番までの合計１１件で、契約期間別では、６年未満が６件、１０年

以上が５件で、面積は１１件合わせまして、田の５万７，１１０㎡、畑

の８，３８２㎡の合計６万５，４９２㎡です。権利の種類は賃借権及

び使用貸借権、利用内容は水稲、露地野菜、飼料作物、花卉、施設野菜

です。 

        続きまして、第６議案です。 

        ７１ページの表をご覧ください。 

        こちらは、農地中間管理機構の貸借の新規設定になります。明細７

２ページの１番から９９ページの５８番までで、契約期間別では、６

年未満が１０件、１０年以上が４８件で、面積は５８件合わせまして、
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田の１７万１，０９２．９１㎡、畑の２万３，４６１㎡の合計１９万

４，５５３．９１㎡です。権利の種類は賃借権及び使用貸借権、利用内

容は水稲、畑作物を予定しています。 

        以上の案件につきましては、さきの地区委員会で協議が行われ、全

ての案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ていることが確認されております。 

第５号議案及び第６号議案の説明につきましては以上です。 

 

議  長    ただいま、事務局より内容の説明がございましたとおり、この件に

つきましては各地区委員会で詳細にわたり確認が行われており、全て

の案件が農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の基準に適合してい

るとのことでございます。 

        この件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、計画案どおり承認することに決定いたしま

す。 

        続きまして、第７号議案、引き続き農業経営を行っている旨の証明

願３件でございます。地元委員のご報告に当たりましては、対象農地

の耕作状況など調査結果を踏まえ、協議状況の報告をお願いいたしま

す。 

        それでは、１番、お願いします。 

 

９番 田上正富委員 

        ９番委員、田上と申します。 

        １番につきまして、地区委員での協議状況をご報告いたします。 

        １番は、租税特別措置法第７０条の６第１項の相続税の納税猶予継

続のために必要とする証明の願い出です。願い出人は水稲及びミカン

を栽培されている農家で、対象農地１３筆について引き続き農地とし

て適正な管理、耕作が行われていることを地元委員が確認しており、

先日の地区委員会において証明書の交付については何ら問題がないも

のと協議をいたしました。 

        以上１件、ご審議方、よろしくお願いいたします。 

 

議  長    ただいま、１番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見はございませんか。 
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一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定いたしま

す。 

        次は２番です。 

 

１０番 東哲治委員 

        １０番委員、東です。 

        ２番につきまして、地区委員での協議状況を報告いたします。 

        ２番は、租税特別措置法第７０条第１項の贈与税の納税猶予継続の

ために必要とする証明の願い出です。願い出人はミカンを栽培されて

いる農家で、対象農地１筆について引き続き農地として適正な管理、

耕作が行われていることを地元委員が確認しております。 

        以上１件、先日の地区委員会において、証明書の交付については何

ら問題ないものと協議いたしました。ご審議方、よろしくお願いいた

します。 

 

議  長    ただいま、２番について地元委員よりご報告がございましたが、こ

の件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定します。 

        次は３番です。 

 

２番 小佐井亮祐委員 

        ２番委員、小佐井です。 

        ３番について、地区委員会での協議状況について、報告いたします。 

        相続税の納税猶予継続のための、引き続き農業経営を行っている旨

の証明願です。対象農地７筆につきましては、地元委員による現地調

査の結果、スイカの作付等、引き続き農地として適正に管理、耕作が

行われていることを確認いたしました。 

        以上１件、先日の地区委員会で検討した結果、証明書の交付につい

て何ら問題ないとの協議結果でございました。ご審議方、よろしくお

願いいたします。 

 

議  長    ただいま、３番について地元委員よりご報告がございましたが、こ
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の件について何かご意見はございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということで、願い出どおり証明することに決定します。 

        次に、追加議案１、農地利用最適化推進委員の委嘱についてです。 

        この件につきましては、事務局より説明をお願いします。 

 

事務局     それでは、追加議案についてご説明いたします。 

        追加議案１、こちらの資料をお願いいたします。 

        農地利用最適化推進委員の委嘱についてでございますが、１名欠員

になっておりました南区中緑・銭塘区域の農地利用最適化推進委員の候

補者を記載しております。農地利用最適化推進委員は農業委員会等に関す

る法律第１７条の規定により、農業委員会が委嘱するものでございます。

本年４月１日から４月２８日までの期間、推進委員の公募を行い、その結

果、募集定数１名に対して１名の推薦がございました。本日農地利用最適

化推進委員選考委員会が開催され、推進委員候補者が選任されました。こ

の候補者を農地利用最適化推進委員として本日、令和３年５月１０日付で

委嘱してよろしいかお諮りするものでございます。 

        説明は以上でございます。 

 

議  長    ただいま、事務局より説明がありましたが、ご異議ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしということですので、原案どおり委嘱することを決定しま

す。 

        次に、次第５の報告事項です。事務局より説明をお願いします。 

 

事務局     議案書のカラーページ、報告事項の一覧をご覧ください。 

        １番から１２番までの合計１２４件となっております。件数のみ報

告します。 

        以上です。 

 

議  長    次に、次第の６のその他ですが、本日は特に何もございません。 

        それでは、以上をもちまして、全ての案件が滞りなく終了いたしま

した。 



 

－24－ 

        なお、本総会において議決されました案件については、その条項、

字句、その他整理を要するものについては、会議規則第１８条の規定

により、その整理を議長に一任願いたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。 

 

一  同    異議なし。 

 

議  長    異議なしと認めます。 

        よって、本総会において議決された案件の整理については、これを

議長に委任することに決定いたしました。 

 

事務局     ありがとうございました。 

        以上で、本総会に付議されました案件は全て終了いたしました。 

        これにて閉会いたします。 

 

  閉  会 午後４時３０分 

 

 

会議の顛末、以上のとおり相違ありません。 

 

令和３年５月１０日 

  

 

議  長     福𠩤 幸一 

 

 

署名委員     西田 廣行 

 

 

 署名委員   上田 定信 

 

 

 書  記   栗山 誠二 

 


